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（環境理念）

　藤田商事株式会社は、弊社取扱商品の販売を通じて、顧客満足を提供すると共に

あらゆる事業活動を通じて、環境への負荷軽減をはかり、次世代に豊かで快適な環

境を実現し、地域社会への貢献を視野に入れた事業を継続的に展開していきます。

（行動指針）

　環境経営システムを構築・運用し、環境負荷の軽減をはかり、環境関連法規を遵

守します。具体的には以下の行動指針に取り組み、遵守状況の確認及び見直しを行

います。

1 二酸化炭素の排出削減を重点目標とします。

使用エネルギーの削減に努めます。

営業車の燃費向上に努めます。

2 資源のリサイクルに取り組みます。

3 水の使用量の削減に取り組みます。

4 弊社で使用する商品に関してはグリーン購入法適合マーク、エコマーク、

ＧＰＮマークの付いた品物を最優先に使用します。

5 環境に優しい商品の販売に努めます。

6 社員に業務上必要な資格の取得をサポートします。

7 コロナウイルス感染症・インフルエンザ、熱中症にならないような対策

をします。

8 環境関連の法令・規則を遵守すると共に地域や関係団体と共にボランテ

ィア活動を通じて地域社会に貢献します。

9 本方針を全ての社員に周知徹底すると共に広く一般に公開します。

藤　田　商　事　株　式　会　社

　　代表取締役社長　藤田　雄二
　　平成21年11月15日制定
　　令和２年　６月 １日改訂
　　令和３年　６月 １日改訂

環境経営方針
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献血運動に協力 　清掃活動に協力

地域活動の実績

2



1.事業概要

　　代表者 藤田商事株式会社

代表取締役社長　 藤田　雄二

2）事業所設立年月

１９５５年１１月１５日

3）所在地

本社 〒805-0002 北九州市八幡東区枝光１－２－１４

木更津営業所 〒292-0803 千葉県木更津市幸町１－１－２２

大阪出張所 〒591-8024 堺市北区黒土町１４－９－１０１

光出張所 〒743-0063 山口県光市島田１－３－２

4）環境管理責任者

　　及び事務局 環境管理責任者 藤田　雄二

ｅａ21事務局 本田　康雄

5）連絡先

連絡担当者 本田　康雄

TEL　： 09３－６７１－３２００

FAX　： ０９３-６６１－７７８９

E-mail　 honda.y@fujita-fs.co.jp

6）事業規模

従業員 ５０名

売上高 ３,３２６百万円

床面積 964.95㎡

7）事業活動の内容

工業用ゴム製品・油空圧真空機器の販売

8）認証・登録範囲

全組織・全活動

1）事業者名及び
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事務局

環境管理責任者

燃料系担当

以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

　

以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

燃料系担当

営業所責任者 以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

電気系担当

以下

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

出張所責任者 燃料・電気系担当

以下

出張所員

出張所責任者 燃料・電気系担当

以下

出張所員

２．会社組織図および認証登録範囲

紙･ﾘﾕｰｽ系担当

経理グループ
小 堀 悦

統括責任者

認

証

登

録

範

囲

（

全

社

・

全

営

業

所

）

代表取締役社長
藤 田 雄 二

木更津営業所
藤 井 直 也木更津営業所

西 田 利 幸

本 社 営 業 部
藤 田 智 子

木更津営業所
森 田 真 美

大 阪 出 張 所
谷 本 龍 也

大 阪 出 張 所
城 水 輝 之

光 出 張 所
竹 田 英 充

光 出 張 所
小 方 梢

第一グループ
平 野 正 和

総務経理Ｇｒ
本 田 康 雄

電気系担当

第二グループ
友 田 昌 志

水道系担当

経理グループ
齊 藤 め ぐ み
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３．実施体制

営業所・出張所の統括責任者としてそれぞれのリー

ダーから報告を受け省資源化を推進する

　ｅａ２１推進会議 月に１度のメールでの実績報告を受け、３ケ月に１度

各所で会議を実施、その内容を取りまとめ、環境管理

責任者に報告翌週の朝礼で全社員に報告する

リーダー 出張所員を統括する

リーダー し、出張所員を統括する

小方　梢 光出張所 光出張所のエコドライブ、省資源、省エネを推進し、

リーダー 消し忘れ等を管理、グループ員を統括する(木更津)

城水輝之 大阪出張所 大阪出張所のエコドライブ、省資源、省エネを推進

藤井直也 燃料系担当 アイドリングストップ・エコドライブを推進し全営

リーダー 業車の燃費管理、グループ員を統括する(木更津)

森田真美 電気系 省資源・省エネルギーの推進をし室温管理、電灯の

電気系 省資源・省エネルギーの推進をし室温管理、電灯の

小堀　悦 紙・リサイクル系 紙消費量の削減を推進、また紙のリサイクルを積極

リーダー 的に推進し、グループ員を統括する

齊藤めぐみ

リーダー 員を統括する

水道系 省資源・省エネルギー・節水を推進をし、グループ

西田利幸

出張所責任者

リーダー 消し忘れ等を管理、グループ員を統括する

竹田英充

燃料系担当 アイドリングストップ・エコドライブを推進し全営

友田昌志

谷本龍也

平野正和

告を受け省資源化を推進する

営業所責任者

運営、および地域社会への貢献活動

リーダー 業車の燃費管理、グループ員を統括する

藤田智子 統括責任者 担当リーダーの統括責任者として各リーダーから報

て事務局の運営、そのシステムの実施責任者

本田康雄 ｅａ21事務局 環境管理責任者を補佐し全社員参加によるｅａ21の

体の評価と見直し

藤田雄二 環境管理責任者 環境経営システムを確立・実施する、代表者に対し

ｅａ21責任者 てシステムの実施報告、ｅａ21事務局の責任者とし

氏　名 所　属 役割・責任・権限

藤田雄二 代表取締役社長 環境管理責任者の任命、環境方針の作成、および全
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４．当年度及び中期の環境経営目標

二酸化炭素排出量削減 ｋｇ-CO2

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2

ｋm/Ｌ

燃料使用量の削減 L

（灯油) ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 ㎥

（ＬＰＧ） ｋｇ-CO2

廃棄物総排出量の削減 ｋg

節水活動 ㎥

環境に優しい商品の販売 品目

業務用資格の取得 科目

二酸化炭素排出量削減 ｋｇ-CO2

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2

ｋm/Ｌ

廃棄物総排出量の削減 ｋg

節水活動 ㎥

二酸化炭素排出量削減 ｋｇ-CO2

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2

ｋm/Ｌ

二酸化炭素排出量削減 ｋｇ-CO2

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2

ｋm/Ｌ

燃料使用量の削減 L

（灯油) ｋｇ-CO2

※

490 485.1 480.2 475.3

二酸化炭素排出係数は２０１９年版調整後の排出係数、九州電力（0.344kg)、東京電力
(0.457kg)、関西電力(0.340kg)、中国電力(0.561kg)より算出した。

営業車の燃費 9.52 9.62 9.71 9.81

営業車の燃費 6.64

2.492 109.6

10.74 10.85

ガソリン+軽油 424.4

31.2

420.1

10.96 11.07

営業車の燃費 9.12 9.31

2.624

9.409.21

135.9 134.6

106.4

43.6 43.1 42.7

108.6 107.5

44.0

30.9 30.6 30.3

6.78 6.856.71

415.9 411.6

2.322 342.5 339.1 335.6 332.2

2.624 81.9 81.1 80.2 79.4

310.8 307.7 304.6 301.5

147.5 146.0 144.6 143.1

光

844.8 836.4 827.9 819.5

554.0 548.5 542.9 537.4

0.561

2.322 442.3 437.9 433.5 429.1

94.5 93.6 141.8 140.4

190.5 188.6 186.7 184.8

大
阪

536.9 531.5 575.3 569.5

278.0 275.2 417.0 412.8

0.340

20.0 19.8 19.6 19.4

133.2 131.8

ガソリン+軽油 1,429.7 1,415.4 1,401.1 1,386.8

2.322 1,293.8 1,280.9 1,267.9 1,255.0

51.8 51.3 50.8 50.2

655.3 648.8 642.2 635.7

557.2 551.6 546.1 540.5

木
更
津

2,085.1 2,064.2 2,043.4 2,022.5

1,434.0 1,419.7 1,405.3 1,391.0

0.457

24.0 23.8 23.5 23.3

1 2 2 2

5 5

6.214 22.4 22.1 21.9 21.7

903 898 893 888

2.492 33.6 33.3 33.0 32.6

3.6 3.6 3.5 3.5

ガソリン+軽油 3,163.2 3,131.6 3,099.9 3,068.3

13.5 13.4 13.2 13.1

営業車の燃費

25.9 25.6 25.4 25.1

2.624 68.0 67.3 66.6 65.9

1,333.0 1,319.7 1,306.3 1,293.0

2.322 3,095.2 3,064.3 3,033.3 3,002.4

3,422.2

0.344 1,213.6 1,201.5 1,189.4 1,177.2

（目標） （目標）

本
社

4,432.8 4,388.5 4,344.2 4,299.8

3,528.0 3,492.7 3,457.4

5 5

単位

2019年度
(2019.6～20.5)

2020年度
(2020.6～21.5)

2021年度
(2021.6～22.5)

2022年度
(2022.6～23.5)

（基準年度） （目標）
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５．主要な環境経営計画の内容

1．二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

・エアコンの設定温度を決め、実行する。

・使用していない部屋のエアコンＯＦＦ。

・クールビズの早期の開始。

・昼休みの執務室内の電灯の消灯。

・残業時の不要な照明の消灯。

・石油ファンヒーターとの併用による電気の削減。(本社・大阪・光）

・節電シール貼付による節電意識の徹底。

②燃費の向上

・タイヤ空気圧のチェック。

・アイドリングストップの徹底。

・急発進の禁止。

・営業車の軽量化（不要な荷物を降ろす）

・効率の良い走行計画の実施(本社・木更津・大阪）

２．廃棄物の総量削減（本社）

・紙ゴミ分別化による古紙へのリサイクル。

・段ボール、裏紙のリユース。

・両面印刷の推進

・不必要な試し印刷の削減。

・在庫の徹底管理による不良品の削減。

・廃棄物排出原因の徹底調査。

３．水資源使用量の削減（本社・木更津）

・水を流しっぱなしにしない

・節水対策の検討

　　高圧洗浄機の購入の検討

　　節水コマ導入の検討

　　

４．グリーン購入

・グリーン購入法適合マーク、エコマーク、ＧＮＰマークのついた品物を最優先

　に購入する。

５．環境に優しい商品の販売

・省エネ等を謳った環境に優しい商品を最優先で紹介、販売していく。

６．業務用資格の取得

　 ・受験資格の選定

・受講希望者の募集

７．コロナウイルス感染症、インフルエンザ、熱中症にならないような対策の実施

８．献血や清掃ボランティアなどの積極的な参加
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６．環境経営活動の取組結果

全社二酸化炭素総排出量(年) ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 90.9%

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2 76.1%

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2 97.8%

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2 71.1%

ｋｇ-CO2 97.0%

ｋm/Ｌ 89.8%

燃料使用量の削減 L

（灯油) ｋｇ-CO2 -

燃料使用量の削減 ㎥

（ＬＰＧ） ｋｇ-CO2 126.0%

廃棄物総排出量の削減 ｋg 102.2%

節水活動 ㎥ 106.9%

環境に優しい商品の販売 品目 120.0%

業務用資格の取得 科目 0.0%

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 84.6%

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2 106.9%

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2 75.1%

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2 105.5%

ｋｇ-CO2 77.2%

ｋm/Ｌ 95.4%

廃棄物総排出量の削減 ｋg 100.0%

節水活動 ㎥ 89.1%

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 77.3%

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2 79.0%

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2 78.2%

ｋm/Ｌ 101.0%

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 121.7%

電気の使用量削減 ｋWｈ

ｋｇ-CO2 147.9%

燃料使用量の削減 L

（ガソリン） ｋｇ-CO2 90.5%

燃料使用量の削減 L

（軽油） ｋｇ-CO2 104.0%

ｋｇ-CO2 92.8%

ｋm/Ｌ 130.8%

燃料使用量の削減 L

（灯油) ｋｇ-CO2 406.8%
※ 二酸化炭素排出量、節水活動は月平均、廃棄物排出量は通年合算

480.2 480

営業車の燃費 6.64 6.78

9.84

営業車の燃費 9.12

31.2 30.6

営業車の燃費

29.4

44.0 43.1 10.6

光

844.8

5.18

2.492 109.6 107.5 26.4

159.7

2.322 342.5 335.6

81.9 80.2 77.1

147.5

ガソリン+軽油 424.4 415.9 448.0

370.8

0.561 310.8 304.6 205.9

2.624

144.6

9.52 9.71 9.81

554.0 542.9 367.1

827.9 680.3

126.5

190.5 186.7 238.6

2.322 442.3 433.5 554.0

大
阪

536.9 526.2 680.5

278.0 294.0 372.0

0.340 94.5 100.0

ガソリン+軽油 1,429.7 1,401.1 1,814.3

20.0 19.6 22.0

8.889.31

490.0

51.8 50.8 48.1

2.624 135.9 133.2 126.2

600.5

557.2 546.1 727.0

2.322 1,293.8 1,267.9 1,688.1木
更
津

2,085.0 2,043.3 2,414.8

1,434.0 1,405.3 1,314.0

0.457 655.3 642.2

24.0 23.5 22.0

2 2 0

5 5 6

6.214 22.4 21.9 17.4

903 884.9 866

2.492 33.6 33.0 0.0

3.6 3.5 2.8

ガソリン+軽油 3,163.2 3,099.9 3,196.1

13.5 13.2 0.0

営業車の燃費 10.74 10.96

25.9 25.4 35.7

2.624 68.0 66.6 93.7

1,563.8

1,333.0 1,306.3 1,336.1

2.322 3,095.2 3,033.3 3,102.4

本
社

4,432.8 4,344.1 4,777.3

3,528.0 3,457.4 4,546.0

0.344 1,213.6 1,189.4

92,898.2 102,635.6

90.5%(月) 7,899.5 7,741.5 8,553.0

二酸化炭素排出係数は２０１９年版調整後の排出係数、九州電力（0.344kg)、東京電力(0.457kg)、関西電力
(0.340kg)、中国電力(0.561kg)より算出。大阪の電気使用量の目標値は前年４月に事務所移転のため変更し
た。

単位
2019年度 2021年度

目標達成率
（基準年度） （目標▲2%） （実績/月）

94,794.1
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６．環境経営活動の取組結果（費用対効果）

電気代 円 -369,873 -26.4%

燃料代（ガソリン+軽油) 円 -341,819 -13.5%

灯油代 円 14,832 100.0%

ガス代（ＬＰＧ） 円 261 0.5%

水道代 円 -1,764 -1.8%

　　　　　　　　本社合計 円 -698,363 -17.1%

電気代 円 32,092 5.2%

燃料代（ガソリン+軽油) 円 -406,162 -37.4%

水道代 円 -9,572 -11.6%

　　　　　　　木更津合計 円 -383,642 -21.5%

電気代 円 -37,543 -42.6%

燃料代（ガソリン) 円 -131,879 -40.0%

　　　　　　　　大阪合計 円 -169,422 -40.6%

電気代 円 62,278 30.1%

燃料代（ガソリン+軽油) 円 -55,354 -17.7%

灯油代 円 -10,900 -227.5%

　　　　　　　　　光合計 円 -3,976 -0.8%

　　　　　　　　　　全社合計 -1,255,403 -18.4%

削減率削減額
単
位

2019年度 2021年度

光

大
阪

木
更
津

49,071 48,810

本
社

4,787,998

14,832

1,403,091 1,772,964

2,867,421

82,785 92,357

（基準年度） （実績/年）

582,804

329,677 461,556

417,709 587,131

2,525,602

4,089,635

1,784,910 2,168,552

0

614,896

88,032 125,575

1,087,229 1,493,391

312,458 367,812

206,947 144,669

6,816,451 8,071,854

97,039 98,803

524,197 528,173

4,792 15,692

9



７．環境経営活動の評価および
　　　　　　　　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

１．二酸化炭素排出量の削減

・二酸化炭素の排出量削減については、昨年同様、光出張所以外の全所で目標値を大

　幅に上回った。ト－タルでは昨年より微減ではあるが、対策以上に排出量が多くな

　ってしまったと言えよう。特に本社の電気の使用量が増えているが、２０２２年度

　の途中で、分散勤務を解除しているので来年度は期待できる。

２．廃棄物の総量削減

・本社の廃棄物については前年の約１０％、目標額より２％ＤＯＷＮになった。木更

　津営業所も計測し始めて２年目で初めて前年比較ができるようになったが、前年よ

　り、１％ではあるがＤＯＷＮしている。このまま現状を維持して行く。

３．水資源使用量の削減

・本社は目標を達成したが。木更津では目標値を１０％強下回った。弊社の水の使用

　はトイレや洗い物が主のためこのまま現状を維持して行く。また、洗車も効率よく

　使用するように努める。大阪・光出張所も同様に例年通り維持・管理していく。

４．グリーン購入

・グリーン購入を優先的に使用した。このまま現状を維持して行く。

５．環境に優しい商品の販売

・本社においては目標値を設定し、販売促進に努めることにしている。

　　　品数も社長からの要望通り着実に増やせている。

６．業務用資格の取得

・建設業許可に必要な資格の取得を推進している。今年は２名受験したが２名とも残

　　念な結果に終わった。しかし、１名は一次検定だけは合格しているので、来年に期待したい。　念な結果に終わった。しかし、１名は一次検定だけは合格しているので、来年に期

　待したい。

７．熱中症、インフルエンザ、コロナウイルス感染症の対策

・国内で２０２０年から始まったコロナウイルス感染症対策は全く収束をみせない。

　引き続き感染症対策に努める。

　夏場の作業では熱中症予防のため、飲料水、塩飴を摂るようにしている。

８．その他

・今年は三密による感染症対策で中止になっていた河川の清掃ボランティア活動、献

　血活動等々人が集まる活動が徐々に復活して来ている。まだ完全に復活はしていな

　いが、元の状況になったら積極的に参加して行こうと思う。
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８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

・当社に適用される主な環境関連法規等（廃棄物の処理及び清掃に関する法律、

　フロン排出抑制法）の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反及び

訴訟はありませんでした。

　また、関係当局による違反等の指摘もありません。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

・２年連続光出張所以外の全ての営業所で二酸化炭素排出量で目標を大きく下回ったと

　報告を受けた。光出張所は昨年、所内の改装を行い効率化を計ったため目標値を達成

　したと考えられる。本社は来年度分散勤務を解除する予定なので、期待できるだろう｡

　来年は３年計画の３年目なので、一層気を引き締めて頑張って欲しい。

　 　環境に優しい商品の販売の数値目標も達成できている。現状を維持して拡販に向けて

　頑張って欲しい。

　業務用資格の取得も今年は２名国家資格受験したが、残念な結果になったと報告を受

　けている。ただ、試験制度も変わって１名は一次検定は合格しているとのことなので､

　来年は二次検定に向けて頑張り、いい結果を出して欲しい。
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